


















うこととした（藤森他 2011:124）。全学日本語プログラムは初級から超級まで 8 レ
ベルで、一貫したアカデミック日本語教育を行うことを目的として、もう一つの
学部進学留学生のための日本語集中プログラム 4 をもとに策定した「JLC 日本語
スタンダーズ」を参照していた。しかし、適合しない部分があり 5、行動目標を




2･ 4 技能を統合して行う授業のことで、運用力を重視した授業形態のこと。初級 1・2、中級 1・









アカデミック日本語 Can-do リスト（略称 AJ･Can-do リスト）」である。
　本稿では、まず AJ･Can-do リストを参照した初級総合教科書『大学の日本語　
初級　ともだち』（以後、『ともだち』）の開発の背景と経緯を紹介し、次に教材の






語教育観のパラダイムシフト」である（義永 2015:11）。70 年代～ 90 年代にかけて
は、旧日本語能力試験のようにどのぐらい知識を有しているかといった言語知識









かつ連続性のある指標として「AJ･Can-do リスト」が完成し、2017 年 3 月よりウェ
ブ公開 10 されることとなった。


















たため、AJ･Can-do リストに対応したタスク型の教材を作るべく 2012 年度から
新たなプロジェクトを立ち上げ（藤森・前田 2015,･藤森 2016b）、2017 年に『大学
の日本語･初級･ともだち Vol.1（初級前半用）と Vol.2（初級後半用）が東京外国語大
学出版会より発刊された。
3． 初級総合教科書『大学の日本語 初級 ともだち』（2017）の概要
3．1　AJ Can-do リストの初級 Can-do 目標


























初 1-1 日常生活やごく身近なことについて、200 字から400 字程度の短い文章を書くことができる。




































究で言われてきている（Long1991,･小柳 2002 など）。本書でも【図 1】【図 2】のよう
に同様の工夫をしている。








































きている（Long1991, 小柳 2002 など）。本書でも同様の工夫をしている。 
【図１】『ともだち』Vol.1 第 4 課タスク２ 











Ｂ :   。 




























き合う（第 13 課タスク 3）」、「相手の好きな食べ物や行きたい場所などを聞き合う
（第 16 課タスク 4）」、「「アリのように働く」といった比喩表現を比較する（第 18 課







きている（Long1991, 小柳 2002 など）。本書でも同様の工夫をしている。 
【図１】『ともだち』Vol.1 第 4 課タスク２ 
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は教科書出版直後の 2017 年春学期の初級集中日本語 100（以後、集中 100）につい
て報告する。集中 100 は週 10 コマ（1 日 2 コマ× 5 日）のクラスで、ひらがな学習
から始め、13週で初級修了を目指すコースである。ひらがな未習者が半分を占め、
残りはプレイスメントテストの結果から初級前半と判断された日本語学習経験者























































































□Write about your country
and present it to the class
L7 Task1
□Ask what someone received
for their birthday last year
L7 Task3
□Ask whether someone often
writes letters and emails
L7 Task2
□Reading comprehension: a





・Memorize: Verb（L7SP3） ・かんじ　しゅくだい　7-1, 7-2
・Golden weekの しゅくだい








　第 6 課は存在文、所在文を学ぶ課で、タスク 5 では読解文（【例 1】）を読んだ後に、


















６ １．２ タスク実践「私の国」 
 在文、 を学ぶ課で、タスク 5 では読解文（【例 1】） 読んだ後に、
された型を用いて自分の国の作文を書く（【例 2】参照）。集中 100 では、こ
の作文を口頭発表に発展させ、初めて 1 人ずつ発表する機会を設けている。発表時には
聴衆として日本人学生も参加した。 














































































は               です。 
               は            に あります。 
               の 人口
じんこう










は   フィリピン  です。 
   フィリピン  は   とうなんアジア  に あります。 
   フィリピン  の 人口
じんこう





は    マニラ  です。 
15･未習語を使うと、聴衆である他の学習者が理解できないため、習った文法・語彙を使う
ように指示した。















































                                            
15 未習語を使うと、聴衆である他の学習者が理解できな ため、習った文法・語彙を使うように指示
た。 
16 「V てください」は 9 課の文法で未習であったが、closing marker の表現として紹介した。 
17 学習者Ａからは論文執筆にあたり、発表データ利用の承諾を得ている。 
１）授業１：タスク 5を実施する（読解、型に沿った作文） 




















































ジアにあります。フィリピンの人口は 1億 99万人くらいです。首都はマニラです。 
しかし、マニラは市だけではありません。マニラ市の人口は 108 万人ぐらいです。しかし、






























































   - Reject with reason
L17 Task3
□Talk about things you were
surprised about in Japan
L16 Task5
□Compare your country and
Japan/ your hometown and
Tokyo
L17 Task6

































Compare your country and Japan/


























　第 17 課タスク 3 は「～のは N です」という文型を使って、「日本でびっくりした
こと」について作文を書いて発表するタスクである。SS プログラムの「立川防災
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Development of Elementary Japanese for Academic Purposes 
TOMODACHI and Implementation of its Classroom Tasks
FUJIMORI Hiroko, KAWACHI Ayaka
Key Words:  An Integrated Course Book in Elementary Japanese, 
 Academic Japanese Cand-Do List, Task CAN-DO, Implementing Tasks
Since its establishment in 1970, JLCTUFS (Japanese Language Center for 
International Students, Tokyo University of Foreign Studies) has worked diligently to 
produce Japanese language teaching materials geared toward the needs of international 
students.  
This paper reports on the development of Elementary Japanese for Academic 
Purposes TOMODACHI as a beginner-level integrated textbook and describes the most 
salient features of the textbook from the perspective of second language acquisition 
research concepts such as Focus on Form (FonF) and the Interaction Hypothesis, with 
specific	examples	from	the	textbook.		
This paper also reports on two Japanese classes that have been implementing the 
tasks in TOMODACHI	and	describes	their	effectiveness.	In	addition,	this	paper	suggests	
further areas for improvement. 
